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1 　中国・韓国・インドネシアの上位 3 か国での大幅な減
少の影響が大きく、特に韓国は減少分全体の約半分強
を占める。
2 　これまでにも述べたように、各活動分野の資質は、日
本語教師が当該活動分野で活動する上で、養成終了段
階で身に付けておくべき資質・能力に加えて必要にな
る資質・能力として位置付けられており、着任前や現
職教師に対する研修の指針として示されているもので
ある。
3 　「大学における45単位以上の日本語教師養成課程（主
専攻）」についても検討は行ったが、科目群当たりの
単位数が異なる以外は、両者で同じ結果になったため、
本論では割愛する。
4 　研修で扱う内容のすべてについて養成段階で網羅的に
触れることは困難である。ちなみにこの 3 区分は「②
異文化接触」「⑤言語使用と社会」・「⑧言語習得・
発達」である。海外に赴く日本語教師【初任】研修の
教育内容における②の区分には「海外における日本語
学習者の状況」とし、その具体的内容として「赴任
国・地域等における日本語・日本文化との接触状況」
と説明されている。⑤の区分には「日本語とキャリア
開発」が示されている。もし養成段階において一定の
言及を行うとすれば、これらは下位区分③「日本語教
育の歴史と現状」の中で特定国の状況を例示するとい
う方法で対応できよう。⑧の区分には「言語習得と人
の発達」とし「発達段階に応じた言語学習、母語と
『第二言語の習得、言語習得と人間形成」が具体的内
容として挙げられている。
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